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平安京・京都研究叢書 第６巻

近世京都の大名屋敷
近世の京都に多数存在した大名屋敷を、考古学・文献史学・歴史地理学・
建築史学の諸分野から検討を加えた、初めての本格的な論集。

藤川 昌樹・山本 雅和 編著

第一章　織豊期の京都屋敷（谷 徹也）
第二章　徳川期京都における大名屋敷の建築的構成　（藤川 昌樹）
第三章　近世京都における諸藩の活動と京都屋敷　（千葉 拓真）
第四章　遺構・遺物にたどる洛中の武家屋敷　（山本 雅和）
第五章　中井家系京都図にみる武家屋敷の分布と変遷　（上杉 和央）
第六章　幕末政治と武家集団の上洛・居所　（中村 武生）
第七章　遺構・遺物からみた幕末期鴨東の大名屋敷　 （伊藤 淳史）　
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平安京・京都研究叢書 既刊

第1巻　院政期の内裏・大内裏と院御所

第2巻　日本中世の首都と王権都市

第3巻　洛中洛外　京は “花の都” か

第 4巻　室町政権の首府構想と京都

第5巻　京都と首里
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